
◉題字が新しくなりました。樽本樹邨先生（中京大学名誉教授）に揮毫していただきました。
◉表記について…掲載された方々の肩書き、学年は全て行事の行われた時のものです。

7月17日、中京大学主催の壮行会が開かれ、出席者約450人が選手らを激励した。

リオ五輪壮行会を開催（p.6）
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学術とスポーツの真剣味の殿堂たれ
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学
校
法
人
梅
村
学
園
が
２
０
２

３
年
に
迎
え
る
創
立
１
０
０
周
年

に
向
け
て
、記
念
事
業
を
立
案
、実

行
す
る「
梅
村
学
園
１
０
０
周
年
記

念
事
業
委
員
会
」（
委
員
長
・
北
本
暢

梅
村
学
園
専
務
理
事
）が
５

月
２
日
発
足
し
た
。記
念
事

業
推
進
の
基
本
方
針
な
ど
を

決
め
る
第
２
回
委
員
会
を
10

月
26
日
に
開
催
す
る
。

　

委
員
会
は
、梅
村
学
園
を

は
じ
め
、中
京
大
学
、中
京
大

学
附
属
中
京
高
校
、三
重
高

校
、三
重
中
学
、梅
村
幼
稚
園

の
学
園
５
教
育
機
関
の
代
表
者
、同

窓
会
な
ど
の
代
表
者
ら
40
人
の
委
員

で
構
成
し
、年
２
回
開
催
す
る
。委

員
会
の
下
に
、準
備
会
議（
年
４
回

開
催
）、草
案
策
定
会
議（
月
１
回
開

催
）を
設
け
た
。事
務
局
は
中
京
大

学
学
園
事
業
推
進
部
が
担
当
す
る
。

　

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
関
連

し
て
は
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー

の
ミ
ズ
ノ
と
の
連
携
協
力
協
定
に

基
づ
き
、体
育
会
用
デ
レ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
ウ
エ
ア
の
開
発
、ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
イ
ー
グ
ル（
鷲
）で
統

一
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、梅
村
家
第
４
代
の
梅
村
清

茂
先
生
が
享
保
元
年（
１
７
１
６

年
）に
水
戸
城
下
で
開
い
た
家
塾

「
清
信
塾
」の
３
０
０
周
年
を
記
念

し
て
、今
年
11
月
12
日
に
梅
村
学
園

と
水
戸
市
が
包
括
協
定
を
結
ぶ
予

定
。さ
ら
に
、中
京
大
学
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
新
体
育
館
建
設
な
ど
を

第
一
弾
と
す
る
学
園
総
合
整
備
計

画
の
推
進
、こ
の
計
画
に
合
わ
せ
て

寄
付
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に

　

中
京
大
学
公
開
講
座
の
健
康
・
余

暇
・
ス
ポ
ー
ツ
シ
リ
ー
ズ
第
29
回
講

座
が
６
月
９
日
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
清
明
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。ソ
ウ

ル
五
輪
競
泳

金
メ
ダ
リ
ス

ト
で
初
代
ス

ポ
ー
ツ
庁
長

官
の
鈴
木
大
地
氏
が「
ス
ポ
ー
ツ
の

価
値
を
高
め
る
た
め
に
〜
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
行
政
の
カ
タ
チ
〜
」を
テ
ー

マ
に
講
演
し
、５
０
０
席
の
会
場
は

ほ
ぼ
満
員
の
盛
況
だ
っ
た
。

　

鈴
木
長
官
は
、昨
年
10
月
発
足
の

ス
ポ
ー
ツ
庁

が「
各
省
庁

に
ま
た
が
っ

て
行
わ
れ
る

こ
と
が
多

か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
一
つ
に
ま

と
め
ま
し
た
」な
ど
と
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
に
は
、健
康

増
進
、国
際
競
技
力
の
向
上
、国
際
的

地
位
の
向
上
、地
域
・
経
済
活
性
化
、

子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
の
役

割
が
あ
る
と
し
、ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

に
よ
り
、医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ

る
な
ど
の「
健
康
経
営
」の
視
点
も
説

明
し
た
。

　

講
演
に
続
き
、髙
橋
繁
浩
・
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
長
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。と
も
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、ソ
ウ

ル
五
輪
に
出
場
し
た
仲
間
同
士
で
も

あ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
や
り
取
り
が
会

場
を
楽
し
ま
せ
た
。髙
橋
学
部
長
が

「
施
策
の
実
行
な
ど
に
対
す
る
苦
労
」

を
聞
く
と
、鈴
木
長
官
は「
民
間
か
ら

突
然
、国
家
公
務
員
に
な
り
ま
し
た

が
、い
ろ
い
ろ
な
省
庁
か
ら
来
た
職

員
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

　

鈴
木
長
官
の
公
開
講
座
に
合
わ

せ
、「
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」の
第
１
回
プ
レ
・
オ
ー

プ
ン
展
示
が
図
書
館
・
学
術
棟
１
階

で
行
わ
れ
た
。１
９
６
４
年
東
京
五

輪
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
五
輪
関
連
の
史

料
な
ど
が
展
示
さ
れ
、鈴
木
長
官
を

は
じ
め
、公
開
講
座
聴
講
者
、学
生
ら

が
熱
心
に
見
学
し
た
。

な
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
の
冒
頭
、梅
村
清
英
総

長
・
理
事
長
は「
１
０
０
周
年
に
向

け
て
歩
み
だ
し
ま
す
。ど
う
い
う
記

念
事
業
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、委
員
の

皆
さ
ん
の
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し

た
。北
本
委
員
長
は「
梅
村
学
園
の

歴
史
は
、諸
先
輩
が
時
代
の
変
化
に

応
じ
て
改
革
と
改
善
を
継
続
し
て

進
め
て
こ
ら
れ
た
結
果
で
す
。我
々

は
１
０
０
年
後
の
後
輩
の
た
め
に

引
き
継
い
で
い
く
責
任
が
あ
り
ま

す
。改
革
、改
善
を
怠
る
こ
と
な
く
、

少
子
高
齢
化
な
ど
教
育
界
が
直
面

す
る
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、記

念
す
べ
き
事
業
に
か
か
わ
っ
て
い

き
ま
す
」と
、記
念
事
業
に
取
り
組

む
決
意
を
述
べ
た
。

梅
村
学
園
１
０
０
周
年

鈴
木
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

　

公
開
講
座
で
講
演
、満
席
に

「
清
信
塾
」３
０
０
周
年

水
戸
市
と
11
月
に
協
定

記
念
事
業
委
員
会
が
発
足

委員長に就任した北本専務理事

34
人
の
委
員
が
出
席
し
た
第
１
回
委
員
会

鈴木長官

髙橋教授



　

台
湾
総
督
府
文
書
は
、１
８
９
５

年（
明
治
28
年
）か
ら
１
９
４
５
年

（
昭
和
20
年
）の
日
本
が
統
治
し
て

い
た
期
間
に
作
成
、保
存
さ
れ
た
日

本
の
行
政
等
に
関
す
る
近
代
古
文

書
。日
本
国
内
で
は
こ
う
し
た
文
書

は
大
半
が
廃
棄
、散
逸
し
て
い
る

が
、台
湾
総
督
府
文
書
に
は
唯
一
体

系
的
に
残
さ
れ
て
い
る
。た
だ
、手

書
き
の
う
え
、文
章
自
体
が
近
世
古

文
書
の
流
れ
を
汲
む
難
解
な
表
現

と
な
っ
て
お
り
、解
読
が
難
し
い
。

　

社
会
科
学
研
究
所
の
檜
山
幸
夫

所
長（
法
学
部
教
授
）は
、１
９
８
１

年
か
ら
、こ
の
文
書
の
研
究
を
始

め
、目
録
の
編
纂
、史
料
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
私
学
振
興
財
団
、科

研
費
、ト
ヨ
タ
財
団
、日
本
財
団
、交

流
協
会
な
ど
か
ら
総
額
約
４
億
円

の
補
助
金
を
受
け
て
、「
台
湾
総
督

府
文
書
目
録
」を
30
巻
、大
正
３
年

ま
で
の「
台
湾

総
督
府
文
書

目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」の
作

成
、台
湾
関
係

の
叢
書
や
史

料
集
を
刊
行

し
て
き
た
。

　

し
か
し
、文

書
は
全
体
で

約
１
万
３
０

０
０
簿
冊（
１

簿
冊
約
５
０

０
ペ
ー
ジ
）と
膨
大
な
量
が
あ
り
、

内
外
の
研
究
を
促
進
す
る
た
め
、長

谷
川
純
一
情
報
科
学
研
究
科
長
、山

田
雅
之
工
学
部
教
授
ら
が
協
力
し
、

自
動
解
読
シ
ス
テ
ム
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

　

今
年
６
月
に
は
、５
簿
冊
分
の
写

真
デ
ー
タ
を
入
手
し
、文
字
、単
語

を
画
像
処
理
で
取
り
出
し
、解
読
し

た
う
え
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
蓄

積
し
、専
用
の
手
書
き
文
字
辞
書
を

作
成
し
て
い
る
。こ
う
し
た
基
礎
研

究
に
対
し
、三
菱
財
団
か
ら
２
０
１

６
年
度
に
３
０
０
万
円
の
助
成
を

受
け
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、単
語
の
読
み

取
り
の
次
の
段
階
と
し
て
、古
文
書
を

文
節
ご
と
に
自
動
的
に
解
読
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
数
年
で
開

発
に
こ
ぎ
つ
け
る
方

針
。こ
う
し
た
シ
ス
テ

ム
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、

台
湾
総
督
府
文
書
に
限

ら
ず
、国
や
地
方
自
治

体
が
保
管
す
る
近
代
古

文
書
、一
般
の
手
書
き

文
書
な
ど
に
も
応
用
が

可
能
に
な
る
。

　

山
田
教
授
に
よ
る

と
、技
術
的
に
は
、機
械

学
習
に
よ
っ
て
文
字
の
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中
京
大
学
を
運
営
す
る
学
校
法

人
梅
村
学
園
と
一
般
社
団
法
人
愛

知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
４
月
15
日
、

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
。今
後
、両
者
で
安
全
運
航
の

確
保
、実
践
的
な
人
材
育
成
、健
康

増
進
な
ど
の
課
題
解
決
な
ど
を
図

り
、双
方
の
発
展
を
目
指
す
。梅
村

学
園
、中
京
大
学
が
業
界
団
体
と
連

携
協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
。

　

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
式
で
梅
村
学
園
の
梅
村
清

英
総
長
・
理
事
長
は「
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
を
促
進
し
、広
い
意
味
で
の
流

通
業
界
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
こ
と
で
経
済
の
活
性
化
に
貢

献
し
た
い
」と
連
携
協
定
の
意
義
を

述
べ
た
。

　

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
小
幡

鋹
伸
氏
は「
中
京
大
学
と
の
連
携
に

よ
り
健
康
面
、特
に
予
防
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

中
京
大
学
の
安
村
仁
志
学
長
は

「
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
減

少
、人
材
確
保
は
ど
の
業
界
も
苦
労

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。本
学
に
は
交

通
関
係
の
研
究
者
が
多
数
い
る
。こ

れ
ら
複
数
の
学
部
の
研
究
者
も
協

力
を
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
研
修

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
愛
知
県
内
の

会
員
企
業
２
５
０
０
社
、約
８
万
５

千
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
研

修
を
行
っ
て
い
る
。中
京
大
学
は
学

生
の
実
習
の
場
と
し
て
も
研
修
セ

ン
タ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

特
徴
を
理
解
さ
せ
る
パ
タ
ー
ン
認
識

の
技
術
を
応
用
す
る
。は
こ
だ
て
未
来

大
学
は
走
り
書
き
の
同
じ
文
字
を
見

つ
け
る「
文
書
画
像
検
索
シ
ス
テ
ム
」

を
す
で
に
開
発
し
て
お
り
、こ
の
技
術

の
応
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

山
田
教
授
は
、「
光
学
文
字
認
識

（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
）は
以
前
か
ら
あ
り
、こ
れ

に
予
測
し
な
が
ら
読
む
と
い
う
〝
人

の
読
み
方
〞
を
付
加
し
、人
工
知
能

を
加
味
し
た
も
の
を
開
発
す
る
の
が

目
標
で
す
」と
話
し
て
い
る
。

　

日
本
の
近
代
公
文
書
を
自
動
解
読
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
し
、中

京
大
学
の
社
会
科
学
研
究
所
、人
工
知
能
高
等
研
究
所
、大
学
院
情
報
科
学
研

究
科
の
３
者
に
よ
る
学
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
化
し
て
い
る
。戦
前
の「
台

湾
総
督
府
」が
保
管
し
て
い
た
手
書
き
文
書
を
研
究
対
象
と
し
、自
動
解
読
す

る
基
礎
的
な
研
究
を
今
年
６
月
か
ら
始
め
た
。７
月
29
日
に
は
、公
立
は
こ
だ

て
未
来
大
学（
北
海
道
函
館
市
）と
学
術
交
流
協
定
を
結
び
、中
京
大
学
の
画

像
処
理
技
術
、は
こ
だ
て
未
来
大
学
の
文
書
画
像
検
索
の
技
術
を
シ
ス
テ
ム

開
発
に
応
用
す
る
共
同
研
究
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

社
会
科
学
研
究
所
・
人
工
知
能
高
等
研
究
所
・
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科

近
代
公
文
書
自
動
解
読

　
　

シ
ス
テ
ム
開
発
が
本
格
化

は
こ
だ
て
未
来
大
と
共
同
開
発
へ

梅
村
学
園
と
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

連
携
協
定
を
締
結
、業
界
と
初

協定書を取り交わす梅村総長・理事長
（写真左）と小幡会長

打合せをするプロジェクトメンバー（左から　社会科学研
究所鈴木哲造研究員、檜山教授、社会科学研究所東山
京子研究員、工学部目加田慶人教授、同長谷川純一教
授、同山田教授）
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工
学
部
電
気

電
子
工
学
科
の

輿
水
大
和
教
授

が
㈳
情
報
処
理

学
会
か
ら
フ
ェ

ロ
ー
の
称
号
を

認
証
さ
れ
、６
月
３
日
に
学
士
会
館
で
認
証
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

輿
水
教
授
は
名
大
院
博
了（
工
博
）、名
大
助

手
、名
市
工
研
を
経
て
86
年
よ
り
本
学
勤
務
。04

年
か
ら
情
報
科
学
部
長
、情
報
理
工
学
部
長
、情

報
科
学
研
究
科
長
を
歴
任
、現
在
、人
工
知
能
高

等
研
究
所
長
、梅
村
学
園
評
議
員
。日
本
顔
学
会

会
長
、画
像
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
研
究

会
会
長
、情
報
処
理
学
会
東
海
支
部

長
な
ど
を
務
め
る
。

　

フ
ェ
ロ
ー
称
号
認
証
の
理
由
は
、

「
大
局
視
覚
・
視
覚
感
性
情
報
処
理

の
研
究
」に
お
い
て
先
導
的
な
学
術
業
績
が

顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
、
情
報
科
学
技
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｆ
Ｉ
Ｔ
２
０
０
７
、２
０
１
４

年
度
電
気
・
電
子
・
情
報
関
係
東
海
支
部
連
合

大
会
な
ど
の
実
行
委
員
長
と
し
て
の「
学
会

活
動
」へ
の
顕
著
な
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

情
報
処
理
学
会
は
会
員
数
２
万
人
超
の
情

報
処
理
分
野
の
最
大
。本
年
度
の
称
号
は
、京

大
、慶
大
、九
大
、東
芝
、日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、Ｎ
Ｔ

Ｔ
、早
大
、東
大
、東
工
大
な
ど
か
ら
の
15
名
に

贈
ら
れ
、東
海
地
区
か
ら
は
輿
水
教
授
だ
け
で

あ
っ
た
。

　

大
森
達
也
総
合
政
策
学
部
教
授（
学
長
補

佐
）が
日
本
応
用
経
済
学
会
の
２
０
１
５
年
度

学
術
論
文
賞
を
受
賞
し
た
。６
月
25
、
26
日
に

広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
同
学
会
２
０

１
６
年
春
季
大

会
で
共
著
者
の

法
政
大
学
の
北

浦
康
嗣
准
教
授

（
08
年
本
学
経
済

学
研
究
科
修

了
）と
と
も
に
表
彰
さ
れ
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
論
文
は『
応
用
経
済
学
研

究
』第
９
巻
に
掲
載
さ
れ
た〝T

reat th
e 

Earth:N
aturalEnvironm

ent,Fertility,

　

現
代
社
会
学

部
の
松
田
茂
樹

教
授
が
日
本
人

口
学
会「
普
及

奨
励
賞
」を
受

賞
し
た
。家
族

や
若
年
雇
用
の
変
容
、都
市
と
地
方
の
差
異
、少

子
化
の
国
際
比
較
な
ど
多
角
的
な
視
点
で
日
本

の
少
子
化
の
全
体
像
を
分
析
し
て
、少
子
化
克

服
の
た
め
の
具
体
的
政
策
を
提
言
し
て
い
る
。

　

日
本
人
口
学
会
に
よ
る
と
、少
子
化
の
要
因

と
対
策
に
つ
い
て
幅
広
い
観
点
か
ら
考
え
る

諸
視
点
を
、専
門
家
以
外
に
も
分
か
り
や
す
く

論
じ
た
著
作
で
あ
る
。『
少

子
化
克
服
へ
の
道
』と
し

て
掲
げ
ら
れ
る
政
策
提
言

は
、一
部
論
争
的
な
も
の

も
含
ま
れ
る
が
、学
術
的

知
見
に
基
づ
き
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、少
子
社
会
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め

の
著
作
と
し
て
評
価
で
き
る
、と
い
う
選
考
理

由
に
よ
り
、普
及
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。松
田

教
授
は「
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
光
栄

で
す
。本
書
は
研
究
者
、マ
ス
コ
ミ
、国
・
自
治

体
の
政
策
関
係
者
な
ど
幅
広
い
読
者
に
読
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
、少
子
化
に
関
す
る
知
識

の
普
及
お
よ
び
間
接
的
な
が
ら
政
策
形
成
に

も
若
干
の
貢
献
を
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。今
後
も
研
究
を
す
す
め
て
、

少
子
化
対
策
を
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」と
話
し
て
い
る
。

and G
overnm

ent in an O
verlapping 

G
enerations Econom

y

〞
。

　
「
環
境
は
子
孫
か
ら
の
借
り
物
で
あ
る
」と

い
う
ア
メ
リ
カ
原
住
民
の
言
い
伝
え
を
ヒ
ン

ト
に
し
て
、自
然
環
境
は
子
孫
へ
の
遺
産
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
、政
府
が
環
境
保
全
の
た
め

に
直
接
的
に
環
境
規
制
政
策
を
行
う
、も
し
く

は
政
府
は
人
々
へ
の
環
境
教
育
を
通
じ
て
環

境
保
全
活
動
を
行
う
と
き
、公
的
な
環
境
政
策

が
親
世
代
の
子
ど
も
の
数
の
選
択
や
自
ら
の

現
役
期
の
消
費
と
引
退
期
の
た
め
の
貯
蓄
行

動
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
論
的
に
分
析
し
た
。直

接
的
な
環
境
政
策
よ
り
も
環
境
教
育
を
行
う

こ
と
を
重
視
し
た
と
き
、親
世
代
は
自
ら
の
消

費
を
増
や
し
、将
来
の
こ
と
を
考
え
る
親
世
代

は
子
ど
も
の
数
を
減
ら
そ
う
と
す
る
が
、自
ら

の
消
費
を
享
受
で
き
る
た
め
に
親
世
代
の
社

会
的
な
満
足
度
は
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　

理
論
的
な
研
究
へ
の
貢
献
だ
け
で
な
く
、環

境
問
題
へ
の
政
策
的
適
用
性
が
優
れ
て
お
り
、

政
府
に
よ
る
直
接
的
な
環
境
政
策
と
環
境
教

育
へ
の
公
的
投
資
を
通
じ
た
環
境
改
善
政
策

を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、環
境
教
育
投
資

へ
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
独
自
性
が
評
価

さ
れ
、受
賞
に
至
っ
た
。

　

大
森
教
授
は「
今
後
も
研
究
を
進
め
、中
京

大
学
の
教
育
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
精
進
し

て
い
き
た
い
」と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
た
。

◉
輿
水 

大
和 

工
学
部
教
授

　

情
報
処
理
学
会
フ
ェ
ロ
ー
の
称
号

◉
大
森 

達
也 

総
合
政
策
学
部
教
授

　

日
本
応
用
経
済
学
会
学
術
論
文
賞
を
受
賞

◉
松
田 

茂
樹 

現
代
社
会
学
部
教
授

　

日
本
人
口
学
会
普
及
奨
励
賞
を
受
賞

輿水教授

大森教授

受賞の楯

松田教授
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『コンピュータ･アートの創生
CTGの軌跡と思想 1966―1969』
大泉　和文（工学部教授）著

…
　1960年代後半の日本に登場した国際的に著名な第１世代
コンピュータ・アート集団、CTG（Computer Technique 
Group）の初の包括的な研究書である。一次資料および全メ
ンバーへの取材に基づき、CTGの全作品と活動を詳細に検
証した。さらに代表的作品の再現を通じて、初期コンピュー
タ・アートにおける意義を論考した。
NTT出版　2015年12月15日刊　414頁　本体5,600円＋税

Harold Pinter and the Self：
Modern Double Awareness and Disguise in 

the Shadow of Shakespeare
細川　眞（国際英語学部教授）著

…
　本書は、イギリスのノーベル賞劇作家ハロルド・ピンターの7
作品における「自己」の表象を、「近代の二重認識」とシェイク
スピアを背景とした「ディスガイズ」の視座から論じたものであ
る。ピンター特有の謎めいた登場人物とその世界の実態が、
「古い二重認識」時代のシェイクスピアとも関連させながらイ
ギリス文学・文化の伝統の中で解明されている。
渓水社　2016年3月刊　155頁　本体3,000円＋税

子どもと貧困の戦後史
相澤　真一（現代社会学部准教授）他著

…
　2000年代後半から一気に問題化した子どもの貧困。しか
し、歴史的なスパンを広げてみれば、貧困環境にある子どもは
これまで多くいた。私たちは何を看過し、何を忘れてしまってい
たのだろうか。本書は、子どもと貧困の戦後を、1950・60年代
の社会調査データで当時の実態に実証的に迫り、新聞報道な
ども織り込んで、立体的に照らし出す。
青弓社　2016年4月25日刊　168頁　本体1,600円＋税

年齢とともに伸びていく剣道
―心身融合への剣の巧みさを求めて―

林　邦夫（中京大学名誉教授）著
…

　本書は、著者自身の剣道修行と研究および指導実践の方
法論を構築したものである。剣道は何歳になっても強くなれ
る。年齢ごとに質的転換を図ることにより、最高のパフォーマン
スを発揮する方法論を紐解いたものである。
体育とスポーツ出版社　2016年5日5日刊　222頁
本体2,000円＋税

　

本
学
園
理
事
会
は
、中
京
大
学
を

今
春
退
職
し
た
元
教
授
２
氏
に
４
月

１
日
付
で
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

し
た
。本
学
の
名
誉
教
授
称
号
授
与

者
は
計
１
３
７
人
。

　

称
号
を
授
与
さ
れ
た
の
は
次
の
元

２
教
授（
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
所

属
学
部
等
）。

▼
北
川 

薫
氏

　
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

▼
ノ
テ
ス
タ
イ
ン
・
ロ
ナ
ル
ド
氏　

　
（
経
営
学
部
）

所属・氏名 研究課題名 交付決定額 研究種目
国際教養学部教授
小川 秀司
国際教養学部教授
酒井 恵美子
国際教養学部准教授
今　有礼
国際教養学部准教授
太田 めぐみ
国際教養学部教授
長滝 祥司
国際英語学部教授
中川 直志
現代社会学部教授
加藤 晴明
総合政策学部教授
大森 達也
経済学部教授
近藤 健児
社会科学研究所・特任研究員
東山 京子
社会科学研究所・特任研究員
中原 聖乃

1,400

1,700

1,500

500

600

900

1,000

1,300

1,500

1,200

1,300

マカク属の社会の種間差：アッサムモンキーと
アカゲザルの社会関係はなぜ異なるのか

高齢者のエンド・オブ・ライフへの態度構造の
探索と実践的ツールの開発

トランポリン浮遊中の脳活動

行政による法の適用の再構成―ドイツにおけ
る動態的・創造的理論の検討

商標の保護により生じる競争制限的効果の解
消－非伝統的商標と機能性－

非伝統的金融政策実施による所得・消費格差
に関する研究

新競争要因を創出する製品開発プロセスの
解明

超伝導ディジタル回路デバイスのための配線
遅延を考慮した自動配置配線手法の確立

六朝文評価の研究

パーツアフォーダンス学習に基づく操作タスク
を考慮した３次元物体認識 

身体文化の多様な価値を共有するためのスポ
ーツ・アーカイブズのモデル構築

オルタナティブな学校文化創造のための比較
社会学的研究：日常的実践の可能性

明治期台湾統治資料と国内資料からみた標
準語の成立に関する研究

低酸素環境下での無酸素性運動が血管新生
因子の分泌に及ぼす影響

姿勢の悪化、体力低下、痩身志向の歯止めに
向けた検討－筋量・筋力に着目して－

暗黙知の認知現象学的研究：人間性の自然
化可能性を探る

tough構文の統語構造の歴史的発達に関す
る実証的研究

奄美における文化の〈メディア媒介的な伝承・
創生〉とアイデンティティ再生の研究

ナショナルリスクとライフリスクに対する保障
政策の両立に関する理論・実証分析

タイプの異なる中間国を経由する複数ルート
からの不法移民に対する最適規制政策の研究

台湾総督府専売局文書のアーカイブズ学的
研究

核実験被害賠償交渉における相互理解の動
態に関する実証的研究

基盤研究
（Ｃ）

心理学部准教授
川島 大輔
スポーツ科学部教授
荒牧　勇
法学部准教授
高田 倫子
法学部准教授
小嶋 崇弘
経済学部准教授
英　邦広
経営学部准教授
山﨑 喜代宏
工学部講師
鬼頭 信貴

700

1,800

500

700

1,200

700

1,000

挑戦的
萌芽研究

若手研究
（Ｂ）

所属・氏名 研究課題名 交付決定額 研究種目
心理学部准教授
髙橋 康介
スポーツ科学部教授
來田 享子
現代社会学部講師
森田 次朗
文学部教授
福井 佳夫
特別研究員（DC2）
秋月 秀一

3,300

13,100

1,300

2,600

900

基盤研究
（Ａ）

質感認知の異文化比較研究
新学術
領域研究

若手研究
（Ａ）

研究成果
公開促進費
（学術図書）
特別研究員
奨励費
（国内）

学術研究助成基金助成金（新規採択分） （単位：千円）

科学研究費補助金（新規採択分） （単位：千円）

　

２
０
１
６
年
度「
科
学
研
究
費
助
成

事
業
」に
本
学
か
ら
新
規
22
件（
学
術

研
究
助
成
基
金
助
成
金
18
件
、科
学
研

究
費
補
助
金
４
件
）が
採
択
さ
れ
、継

続
分
38
件
と
合
わ
せ
総
数
が
60
件
、配

分
さ
れ
る
総
金
額
は
１
億
５
６
９
万

円
と
な
っ
た
。新
規
の
応
募
91
件
に
対

し
て
採
択
21
件
、採
択
率
は
23・１
％
だ

っ
た（
転
入
１
件
は
除
く
）。

　

※

２
０
１
６
年
６
月
末
現
在
。

　

※

期
間
延
長
・
特
別
研
究
員
奨
励
費

　
　

は
含
ま
な
い
。

２
氏
に

名
誉
教
授
の
称
号

２
０
１
６
年
度

科
学
研
究
費
助
成
事
業

新
規
22
件
、継
続
分
38
件

総
額
１
億
５
６
９
万
円
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硬
式
野
球
部

主催者を代表して挨拶する梅村総長・理事長

坂本ヘッドコーチ

佐々木コーチ

寺本選手

桑井選手

中村選手

佐藤選手

山本選手

長谷川選手

松田選手

　

硬
式
野
球
部
は
、
愛
知
大
学
野
球

の
春
季
リ
ー
グ
戦
で
２
季
連
続
優
勝

し
、
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

に
７
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
。
し
か
し

大
会
で
は
、
６
月
７
日
に
東
京
・
神

宮
球
場
で
行
わ
れ
た
一
回
戦
で
奈
良

学
園
大
（
近
畿
学
生
）
と
対
戦
し
、

惜
し
く
も
１
対
５
で
敗
れ
た
。

　

中
京
大
は
エ
ー
ス
古
田
尚
平
投
手

（
現
代
社
会
学
部
４
年
）が
先
発
。
一

回
表
に
先
制
点
を
奪
わ
れ
た
が
、
そ

の
裏
、
無
死
一
、
二
塁
と
相
手
の
ミ

ス
に
も
助
け
ら
れ
て
チ
ャ
ン
ス
を
広

げ
、
４
番
北
村
渉
選
手
（
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
３
年
）
の
中
前
安
打
で
す
ぐ

さ
ま
追
い
つ
い
た
。
し
か
し
、
二
回

以
降
も
失
点
を
許
す
一
方
、
相
手
の

エ
ー
ス
を
打
ち
崩
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　

中
京
大
の
三
塁
側

応
援
席
に
は
、
梅
村

清
英
総
長
・
理
事
長
、

安
村
仁
志
学
長
を
は
じ
め
、
大
学
、

学
園
関
係
者
、
東
京
在
住
の
０
Ｂ
ら

も
駆
け
つ
け
、
時
折
、
小
雨
が
降
る

中
、
懸
命
に
声
援
を
送
っ
た
。

７
年
ぶ
り
大
学
選
手
権
出
場

東
京
の
Ｏ
Ｂ
も
球
場
で
応
援

リオ五輪代表に
　　　　７選手、２コーチ
大学主催の壮行会を初開催

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
８
月
に
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
９
月
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、

本
学
関
係
の
７
選
手
と
２
コ
ー
チ
が

派
遣
さ
れ
る
。
代
表
選
手
・
コ
ー
チ

を
激
励
す
る
大
学
主
催
の
壮
行
会
が

７
月
17
日
、
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
。

　

代
表
に
選
ば
れ
た

現
役
学
生
は
、
体
操

女
子
チ
ー
ム
主
将
も

務
め
る
寺
本
明
日
香

選
手
（
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
３
年
、レ
ジ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
）で
、

ロ
ン
ド
ン
に
続
く
出
場
。
五
輪
初
の

競
技
、
女
子
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
桑

井
亜
乃
選
手
（
11
年
度
体
育
卒
、
陸

上
競
技
部
出
身
、
ア
ル
カ
ス
熊
谷
）、

競
泳
背
泳
ぎ
の
長
谷
川
純
矢
選
手

（
15
年
度
ス
ポ
ー
ツ
科
卒
、
ミ
キ
ハ
ウ

ス
）
は
初
出
場
。
同
８
０
０
㍍
リ
レ

ー
の
松
田
丈
志
選
手
（
08
年
度
体
育

修
士
、
セ
ガ
サ
ミ
ー
）
は
実
に
４
大

会
連
続
と
な
る
。

　

陸
上
で
は
、
棒
高
跳
び
の
山
本
聖

途
選
手
（
13
年
度
体
育
卒
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
）、
十
種
競
技
の
中
村
明
彦

選
手
（
12
年
度
体
育
卒
、
ス
ズ
キ
浜

松
Ａ
Ｃ
）、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

で
は
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
、
１
０
０
㍍

に
佐
藤
圭
太
選
手
（
13
年
度
体
育
卒
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
）
が
出
場
す
る
。
い

ず
れ
も
ロ
ン
ド
ン
に
続
き
２
度
目
と

な
る
。

　

さ
ら
に
、
体
操
女
子
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
と
し
て
坂
本
周
次
氏
（
76
年
度
体

育
卒
、
レ
ジ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
代
表
）、

競
泳
コ
ー
チ
と
し
て
佐
々
木
祐
一
郎

氏
（
93
年
度
体
育
卒
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
部
）
が
派
遣
さ
れ
る
。

　

壮
行
会
に
は
、
学
園
・
大
学
の
関

係
者
を
は
じ
め
、
体
操
、
水
泳
、
陸

上
各
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
同
窓
会
、
協

力
会
社
な
ど
か
ら
約
４
５
０
人
が
出

席
。
五
輪
出
場
経
験
の
あ
る
本
学
関

係
者
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
21
人
も
、

駆
け
つ
け
た
。

　

梅
村
清
英
総
長
・
理
事
長
は
「
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
学
術

と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
に
さ

ら
な
る
歴
史
を
刻
ん
で
下
さ
い
」
と

激
励
し
た
。
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「
シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
」活
発

　
　

米
国
、中
国
の
学
生
受
け
入
れ

　

ロ
ボ
ッ
ト
世
界
大
会
８
位

　
　
　
　
　
　
　

中
京
大
の
合
同
チ
ー
ム
奮
闘

　

国
際
セ
ン
タ
ー
や
各
学
部
が
海
外

の
大
学
生
を
受
け
入
れ
る
シ
ョ
ー
ト

ビ
ジ
ッ
ト
が
続
い
て
い
る
。
１
日
だ

け
の
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
中
身
の
濃

い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

５
月
26
日
、
個
別
協
定
校
の
米
国

ケ
ネ
ソ
ー
州
立
大
学
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア

州
・
Ｋ
Ｓ
Ｕ
）
で
日
本
語
や
韓
国
語

を
学
ぶ
学
生
17
人
が
訪
れ
た
。
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
国
際
英
語
学
部
の

授
業
に
参
加
。
Ｋ
Ｓ
Ｕ
の
学
生
４
人

は
清
明
ホ
ー
ル
で
大
学
紹
介
も
行
い
、

今
夏
に
留
学
を
予
定
し
て
い
る
中
京

大
生
約
１
２
０
人
が
聴
講
し
た
。

　

森
山
真
吾
講
師（
国
際
英
語
）の
授

業
「
日
本
語
教
授
法
Ⅰ
」
で
は
、
外

国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
方
法
を
学

ぶ
中
京
大
の
１
〜
３
年
生
が
、
習
字
、

　

世
界
最
大
級
の
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
６
」
が
６
月

30
日
か
ら
７
月
４
日
に
独
・
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
で
開
催
さ
れ
、
物
流
の
自
動

化
技
術
を
競
う
「
ア
マ
ゾ
ン
ピ
ッ
キ

ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
）
２
０

１
６
」
に
、
工
学
部
・
橋
本
学
教
授

率
い
る
中
京
大
学
と
、
中
部
大
学
、

三
菱
電
機
の
３
組
織
か
ら
な
る
合
同

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
世
界
の
強
豪
大

学
に
並
ん
で
８
位
と
な
っ
た
。

　

ロ
ボ
カ
ッ
プ
は
今
年
20
回
目
で
、

45
か
国
か
ら
約
３
５
０
０
人
が
参
加

し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｃ
は
２
回
目
だ
が
、
米

ア
マ
ゾ
ン
ド
ッ
ト
コ
ム
と
ロ
ボ
カ
ッ

プ
の
共
同
開
催
は
初
め
て
と
な
る
。

昨
年
は
米
・
シ
ア
ト
ル
で
開
催
さ
れ
、

中
京
大
・
中
部
大
・
三
菱
電
機
の
合

同
チ
ー
ム
は
、
世
界
６
位
と
い
う
結

果
を
残
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
前
回
行
わ
れ
た

「Pick task

」（
物
を
棚
か
ら
取
り
出

し
て
箱
に
入
れ
る
動
作
）
に
加
え
、

「Stow
 task

」（
物
を
棚
に
補
充
す
る

動
作
）
も
競
技
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

今
年
は
全
世
界
か
ら
28
チ
ー
ム
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
ビ
デ
オ
審
査
や
書

類
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
審
査
で
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
16
チ
ー
ム
が
ド
イ
ツ
で

の
最
終
戦
に
参
加
し
、
競
技
時
間
15

分
の
な
か
で
、
完
全
な
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
制
御
で
動
作
す
る
知
能
ロ
ボ
ッ
ト

の
性
能
を
競
っ
た
。

　

中
京
大
学
か
ら
は
、
橋
本
教
授
や

研
究
室
の
学
生
が
人
工
知
能
高
等
研

究
所
の
支
援
を
受
け
、
高
度
な
人
工

知
能
技
術
を
駆
使
し
た
最
新
鋭
ロ
ボ

ッ
ト
で
参
戦
、「Pick task

」
部
門

で
世
界
８
位
と
な
っ
た
。

　

中
京
大
学
は
、
得
意
と
す
る
３
次

元
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
核
と
す
る
人

工
知
能
・
知
覚
技
術
の
開
発
を
担
当

し
た
。
橋
本
教
授
は
「
納
得
の
い
く

結
果
と
は
言
え
な
い
が
、
日
頃
か
ら

連
携
し
て
い
る
３
組
織
が
一
致
協
力

し
て
こ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発

で
き
た
意
義
は
大
き
い
。
学
生
た
ち

は
、
中
京
大
学
四
大
綱
の
一
つ
『
ベ

ス
ト
を
尽
く
す
』
を
十
二
分
に
実
践

し
て
く
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
何
よ

り
う
れ
し
い
。
一
方
、
今
回
の
試
合

を
通
し
て
、
改
良
す
べ
き
技
術
ポ
イ

ン
ト
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
次

回
は
優
勝
を
狙
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

折
り
紙
、
駄
菓
子
な
ど
日
本
伝
統
の

文
化
を
Ｋ
Ｓ
Ｕ
の
学
生
に
教
え
て
交

流
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
２
週
間

準
備
し
て
き
た
内
容
と
い
い
、
Ｋ
Ｓ

Ｕ
の
ヒ
ブ
ス
ジ
ェ
ナ
さ
ん
は
自
分
で

書
い
た
習
字
を
持
ち
な
が
ら
「『
夢
』

と
い
う
字
は
漢
字
で
初
め
て
覚
え
た

字
に
な
り
ま
し
た
。
特
別
な
字
で

す
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
５
月
23
日
に
は
、
米
国
オ

バ
ー
ン
大
学
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
校
（
Ａ

Ｕ
Ｍ
）
の
大
学
生
、
大
学
院
生
10
人

が
来
学
し
、
経
営
学
部
生
約
50
人
と

交
流
し
た
。
教
授
同
士
の
つ
な
が
り

で
実
現
し
た
学
部
と
し
て
の
交
流
は
、

昨
年
に
続
き
２
度
目
の
開
催
と
な
る
。

　

は
じ
め
に
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、

Ａ
Ｕ
Ｍ
学
生
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
若
年
層
の

モ
バ
イ
ル
依
存
に
つ
い
て
発
表
。
経

営
学
部
の
渡
辺
丈
洋
教
授
、
向
日
恒

喜
教
授
は
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
や
日
本

企
業
に
お
け
る
知
識
の
共
有
な
ど
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
、
討
論
し
た
。
ま

た
、
学
部
生
主
導
の
授
業
と
し
て
日

本
の
文
化
や
習
慣
を
活
用
し
た
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
懇
親
会
も
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
活
動
を
手
伝
っ
た
の
が
、
経

営
学
部
で
留
学
経
験
の
あ
る
学
生
を

中
心
に
し
た
グ
ル
ー
プ「one w

orld
collective

」。
経
営
学
部
の
国
際
化

を
学
生
の
立
場
か
ら
支
援
し
て
お
り
、

リ
ー
ダ
ー
の
花
井
ひ
さ
の
さ
ん
（
４

年
）
は
「
国
際
交
流
の
き
っ
か
け
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
た
。
Ａ
Ｕ
Ｍ
で
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
攻
す
る
ブ
リ

ア
ナ
さ
ん
は
「
中
京
大
学
の
学
生
は

親
し
み
や
す
く
話
し
や
す
い
。
多
忙

だ
け
ど
、
た
く
さ
ん
学
ん
で
帰
り
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
米
国
ウ
エ
ス
タ
ン
カ

ロ
ラ
イ
ナ
大
学
が
５
月
17
日
、
中
国

の
蘇
州
大
学
が
７
月
17
日
に
そ
れ
ぞ

れ
訪
れ
た
。

KSUのプレゼンを聞いた中京大生と安村学長（中央）

ロボカップに出場した橋本教授（後列右から5人目）

学生主導で行われた授業



図表１　2015年度　中京大学　事業活動収支計算書（単位：千円）
科目

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

予算額 決算額
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入　計
人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出　計
教育活動収支差額
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入　計
借入金等利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出　計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入　計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出　計
特別収支差額

[予備費]
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）

14,491,758
407,495
17,569
684,330
243,125
123,852

15,968,129
7,723,544
5,096,229
1,353,520
24,000

14,197,293
1,770,836
66,303

0
66,303
58,327

0
58,327
7,976

1,778,812
784

51,571
52,355
86,043

0
86,043
△33,688

̶
1,745,124
△2,494,038
△748,914

16,086,787
14,341,663

14,473,765
395,874
10,950
682,452
230,047
116,000

15,909,088
7,793,845
5,404,388
1,487,511
24,000

14,709,744
1,199,344
63,900

0
63,900
58,328

0
58,328
5,572

1,204,916
780

26,484
27,264
95,023

0
95,023
△67,759
48,280

1,088,877
△2,706,737
△1,617,860

16,000,252
14,911,375

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

14,491,757
407,495
14,050
690,814
13,644
243,125
66,303
123,852

0
2,509,696
544,370

△2,466,761
12,461,580
29,099,925

14,473,765
395,874
10,950
688,936
13,600
230,047
63,900
116,000

0
2,397,150
547,662

△2,424,012
12,461,580
28,975,452

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

予備費
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

7,652,122
3,610,709
1,081,691
58,327
742,110
749,042
454,714
2,050,018
1,449,414

̶
△820,656
12,072,434
29,099,925

7,705,204
3,922,378
1,215,681
58,328
742,110
762,980
513,991
2,050,030
1,405,886

47,750
△429,486
10,980,600
28,975,452

科目 予算額 決算額 科目 予算額 決算額
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収入の部 支出の部
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い
ま
す
。

○
経
常
費
等
補
助
金

事
業
活
動
収
入
に
占
め
る
割
合
は
４
・
３

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
常
費
補
助
金
は

６
億
81
百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
６
百

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

○
付
随
事
業
収
入

受
託
事
業
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、

資
格
対
策
講
座
等
受
講
料
の
収
入
で
す
。

前
年
度
に
比
べ
て
３
百
万
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

○
人
件
費

77
億
24
百
万
円
で
、
対
前
年
度
比
０
・
６

％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
活
動
収

入
に
対
す
る
人
件
費
比
率
は
48
・
０
％
、

事
業
活
動
支
出
に

占
め
る
構
成
比
率

は
53
・
９
％
で
す
。

○
教
育
研
究
経
費

50
億
96
百
万
円
で
、

対
前
年
度
比
２
・

９
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、

事
業
活
動
支
出
に

占
め
る
構
成
比
率

は
35
・
５
％
で
し

た
。
こ
の
う
ち
減

価
償
却
費
は
14
億

82
百
万
円
、
教
育

研
究
経
費
に
占
め

る
割
合
は
29
・
１

％
で
し
た
。

○
管
理
経
費

13
億
54
百
万
円
で
、

対
前
年
度
比
13
・

０
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
事
業
活
動
支
出
に
占
め

る
構
成
比
率
は
９
・
４
％
で
し
た
。

教
育
活
動
外
収
支

○
受
取
利
息
・
配
当
金

前
年
度
に
比
べ
２
百
万
円
、
３
・
７
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
活
動
収
入
に

対
す
る
割
合
は
０
・
４
％
で
す
。

○
借
入
金
等
利
息

58
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
６
百
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
収
支

○
資
産
処
分
差
額

86
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
７
百
万

円
の
減
少
で
す
。

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
は
経
常

収
支
差
額
と
特
別
収
支
差
額
を
合
わ
せ
た

も
の
で
、17
億
45
百
万
円
、前
年
度
に
比
べ

て
２
億
53
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

基
本
金
組
入
額
合
計

基
本
金
と
は
、
学
校
法
人
が
諸
活
動
の
計

画
に
基
づ
き
必
要
な
資
産
を
継
続
的
に
保

持
す
る
た
め
に
維
持
す
べ
き
も
の
と
し
て
、

事
業
活
動
収
入
の
中
か
ら
組
入
れ
た
金
額

を
い
い
ま
す
。
当
年
度
の
基
本
金
組
入
額

は
24
億
94
百
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
13
億

35
百
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

当
年
度
収
支
差
額

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
か
ら
基

本
金
組
入
額
を
控
除
し
た
も
の
で
、
７
億

49
百
万
円
。
前
年
度
よ
り
10
億
82
百
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

事
業
活
動
収
入
・
事
業
活
動
支
出

事
業
活
動
収
入
の
合
計
は
１
６
０
億
87
百

万
円
で
あ
り
、
対
前
年
度
比
１
億
34
百
万

円
、
０
・
８
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
事
業
活
動
支
出
は
１
４
３
億
42
百

万
円
で
、
対
前
年
度
比
２
・
６
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

●
資
金
収
支
計
算
書
（
図
表
２
）

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該
会
計
年
度

の
教
育
研
究
活
動
に
対
応
す
る
す
べ
て
の

資
金
の
収
入
・
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
、か
つ
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
払
資

　

先
般
、
中
京
大
学
の
２
０
１
５
年
度
決

算
が
確
定
し
ま
し
た
。各
計
算
書
に
つ
い
て

は
図
表
１
お
よ
び
図
表
２
の
と
お
り
で
す

が
、
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
決
算
数
字

を
中
心
と
し
て
そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

●
事
業
活
動
収
支
計
算
書
（
図
表
１
）

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書
は
、
当
該
年
度

の
活
動
に
対
応
す
る
事
業
活
動
収
入
と
事

業
活
動
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
基
本
金
組
入
後
の
収
支
均
衡
の

状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ

ま
す
。

教
育
活
動
収
支

○
学
生
生
徒
等
納
付
金

１
４
４
億
92
百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
47
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
事
業
活

動
収
入
に
占
め
る
構
成
比
率
は
90
・
１
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
構
成
割
合
は
収
入
の

各
科
目
間
の
相
対
的
な
も
の
で
も
あ
り
、

他
の
収
入
科
目
の
増
減
に
よ
っ
て
も
左
右

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
構
成
比
率
は
高
い
水

準
が
続
い
て
い
ま
す
。

○
手
数
料

こ
の
う
ち
97
・
２
％
が
入
学
検
定
料
で
す
。

入
学
検
定
料
収
入
は
３
億
96
百
万
円
、
前

年
度
に
比
べ
て
17
百
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、事
業
活
動
収
入
に
占
め
る

構
成
比
率
は
２
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
寄
付
金

特
別
寄
付
金
が
14
百
万
円
、
現
物
寄
付
金

が
４
百
万
円
で
し
た
。
事
業
活
動
収
入
に

占
め
る
構
成
比
率
は
０
・
１
％
と
な
っ
て

２
０
１
５
年
度

中
京
大
学
の
決
算



図表３　2015年度　梅村学園　事業活動収支計算書（単位：千円）
科目

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

予算額 決算額
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入　計
人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出　計
教育活動収支差額
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入　計
借入金等利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出　計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入　計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出　計
特別収支差額

[予備費]
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）

16,198,431
484,501
25,775

1,854,528
243,125
154,218

18,960,578
9,890,592
5,758,619
1,585,862
24,000

17,259,073
1,701,505
66,533

0
66,533
60,164

0
60,164
6,369

1,707,874
3,398

109,820
113,218
95,763

0
95,763
17,455

̶
1,725,329

△2,760,233
△1,034,904

19,140,329
17,415,000

16,181,384
462,304
18,670

1,810,631
230,047
139,950

18,842,986
9,968,344
6,111,035
1,756,027
24,000

17,859,406
983,580
64,096

0
64,096
60,240

0
60,240
3,856

987,436
3,380
83,701
87,081
105,973

0
105,973
△18,892
39,090
929,454

△2,978,766
△2,049,312

18,994,163
18,064,709

収入の部 支出の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

16,198,431
484,500
21,556

1,917,429
18,964
243,125
66,534
434,889

0
2,820,931
696,663

△3,155,788
13,268,022
33,015,256

16,181,384
462,304
18,270

1,873,532
18,900
230,047
64,096
420,505

0
2,692,860
699,954

△3,042,002
13,268,022
32,887,872

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

予備費
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

10,176,002
3,994,598
1,290,329
60,165
914,879
948,872
477,330
2,060,018
1,311,862

̶
△1,077,235
12,858,436
33,015,256

10,235,534
4,350,435
1,448,265
60,240
914,886
962,833
543,811
2,060,030
1,251,671

52,190
△675,577
11,683,554
32,887,872

科目 予算額 決算額 科目 予算額 決算額

図表４　2015年度　梅村学園　資金収支計算書（単位：千円）

固定資産
　有形固定資産
　　土地
　　建物
　　その他の有形固定資産
　特定資産
　その他の固定資産
流動資産
　　現金預金
　　その他の流動資産
資産の部合計

87,251,997
67,919,098
15,231,710
38,143,598
14,543,790
18,772,019
560,880

13,332,800
12,858,437
474,363

100,584,797

図表５　2015年度　梅村学園　貸借対照表（単位：千円）
資産の部

固定負債
　　長期借入金
　　その他の固定負債
流動負債
　　短期借入金
　　その他の流動負債
負債の部合計

11,078,534
5,118,658
5,959,876
5,139,791
810,465
4,329,326
16,218,325

負債の部
科目 金額 科目 金額

基本金
　　第1号基本金
　　第2号基本金
　　第3号基本金
　　第4号基本金
繰越収支差額
純資産の部合計

94,657,813
92,182,354
1,000,000
70,459

1,405,000
△10,291,341
84,366,472
100,584,797

純資産の部 

負債及び純資産の部合計

科目 金額

図表８　梅村学園　事業活動収支計算書関係比率（単位：％）

学生生徒等納付金比率
補助金比率
人件費比率
教育研究経費比率
事業活動収支差額比率

評価
～
△
▼
～
△

学生生徒等納付金/経常収入
補助金/経常収入
人件費/経常収入
教育研究経費/経常収入
基本金組入前当年度収支差額/事業活動収入

※経常収入＝教育活動収入計+教育活動外収入計　※経常支出＝教育活動支出計+教育活動外支出計

※運用資産＝現金預金+有価証券+特定資産　※要積立額＝減価償却額の累計額+退職給与引当金+第２号基本金+第３号基本金

2011年度
86.6
8.1
51.2
31.0
4.6

2012年度
86.3
8.4
55.2
28.8
5.8

2013年度
86.1
9.0
52.5
32.4
0.7

2015年度
85.1
10.0
52.0
30.3
9.0

2014年度
85.6
9.3
51.7
31.1
6.9

算式比率名

図表９　梅村学園　貸借対照表関係比率（単位：％）

純資産構成比率
流動比率
総負債比率
積立率

評価
△
△
▼
△

純資産/（負債＋純資産）
流動資産/流動負債
総負債/総資産
運用資産/要積立額

2011年度
86.8
372.4
13.2
114.2

2012年度
78.7
176.2
21.3
93.8

2013年度
80.9
222.7
19.1
87.1

2015年度
83.9
259.4
16.1
85.2

2014年度
82.7
252.9
17.3
88.0

（注）評価について　△高い値が良い　▼低い値が良い　～どちらともいえない　と一般的にいわれています 

算式比率名

事業活動
収入の
構成比率

事業活動
支出の
構成比率

学生生徒等納付金
84.6%

図表６ 図表７

（梅村学園） （梅村学園）

人件費
56.8%

補助金
9.7%

教育研究経費
33.1%

管理経費
7.8%

その他
5.7%

その他
2.4%

9

金
の
て
ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

各
科
目
に
つ
い
て
は
事
業
活
動
収
支
計

算
書
の
中
で
概
要
を
説
明
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
は
資
金
収
支
計
算
書
の
特
有

な
科
目
の
う
ち
主
な
も
の
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

○
前
受
金
収
入

２
０
１
６
年
度
入
学
生
の
学
生
生
徒
等
納

付
金
は
、
春
学
期
分
が
２
０
１
６
年
３
月

末
日
ま
で
に
納
入
さ
れ
る
た
め
、
２
０
１

５
年
度
の
収
入
と
し
ま
す
。

○
資
金
収
入
調
整
勘
定

期
末
未
収
入
金
と
前
期
末
前
受
金
は
、
現

金
収
受
が
前
年
度
ま
た
は
翌
年
度
以
降
行

わ
れ
、
２
０
１
５
年
度
に
は
資
金
の
流
れ

が
伴
わ
な
い
の
で
控
除
さ
れ
ま
す
。

○
施
設
関
係
支
出

建
物
・
構
築
物
等
に
対
す
る
支
出
で
、
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
０
号
館
の
空
調
整
備
工

事
を
は
じ
め
と
し
た
校
内
整
備
工
事
等
を

行
い
ま
し
た
。

○
設
備
関
係
支
出

機
器
備
品
・
図
書
等
の
取
得
の
た
め
の
支

出
で
す
。
教
育
研

究
用
機
器
備
品
取

得
の
う
ち
主
な
も

の
は
、
教
室
設
備

関
係
機
器
、
情

報
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
関
係
機
器
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
機
器

備
品
等
で
す
。

○
資
金
支
出
調
整

勘
定

期
末
未
払
金
と
前

期
末
前
払
金
は
現

金
支
払
が
前
年
度

ま
た
は
翌
年
度
以

降
行
わ
れ
、
２
０

１
５
年
度
に
は
資

金
の
流
れ
を
伴
わ

な
い
の
で
控
除
さ

れ
ま
す
。

※

事
業
活
動
収
支

計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
の
予
算
額
に

つ
い
て
は
予
備
費
振
替
後
の
も
の
で
す
。

２
０
１
５
年
度

梅
村
学
園
の
決
算

　

２
０
１
５
年
度
の
梅
村
学
園
の
事
業
活

動
収
支
計
算
書
は
図
表
３
、
資
金
収
支
計

算
書
は
図
表
４
の
と
お
り
で
す
。

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
事
業
収
入
、

消
費
支
出
の
構
成
比
率
は
図
表
６
、
７
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
図
表
８
は
、
事
業

活
動
収
支
計
算
書
関
係
の
財
務
比
率
の
過

去
５
年
間
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
決
算
日
に
お
け
る
資

産
お
よ
び
負
債
、
純
資
産
の
内
容
お
よ
び

あ
り
高
を
明
示
し
、
学
校
法
人
の
財
政
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
２
０
１
５

年
度
の
貸
借
対
照
表
は
図
表
５
の
と
お
り

で
す
。
ま
た
、
主
な
貸
借
対
照
表
の
過
去

５
年
間
の
関
係
比
率
は
図
表
９
の
と
お
り

で
す
。

　

な
お
、
梅
村
学
園
の
計
算
書
に
つ
い
て

は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

（
財
務
部
）
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先
般
の
学
園
評
議
員
会
お
よ
び
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
、中
京
大
学
の
２

０
１
６
年
度
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、概
要
を
説
明
し
ま
す
。資
金

収
支
予
算
書
は
表
１
、事
業
活
動
収
支

予
算
書
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

●
資
金
収
支
予
算
書（
表
１
）

〈
収
入
の
部
〉

１
．学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

１
４
２
億
25
百
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。予
算
学
生
数
の
見
込
み
に
よ
り
、

２
０
１
５
年
度
予
算
に
比
べ
１
・

５
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

２
．手
数
料
収
入

３
億
92
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
入
学
検
定
料
で
す
。

３
．補
助
金
収
入

６
億
36
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。国

庫
か
ら
の
補
助
金
が
主
な
も
の
で
す
。

４
．付
随
事
業
・
収
益
事
業
収
入

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、資
格
対
策
講

座
の
受
講
料
等
の
公
開
講
座
収
入
が

含
ま
れ
ま
す
。

５
．受
取
利
息
・
配
当
金
収
入

受
取
利
息
等
の
収
入
で
、金
利
の
低
下

に
伴
い
22
百
万
円
の
減
少
と
し
ま
し

た
。

〈
支
出
の
部
〉

１
．人
件
費
支
出

80
億
68
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

２
．経
費
支
出

教
育
関
連
経
費
、研
究
費
、学
生
募
集

経
費
な
ど
、教
育
研
究
経
費
と
管
理

経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。合
わ

せ
て
49
億
６
百
万
円
で
、前
年
度
予

算
と
比
べ
４
・５
％
の
減
少
で
す
。

３
．施
設
関
係
支
出

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
施
設
整
備
計

画
ほ
か
、校
内
整
備
な
ど
の
事
業
費

と
し
て
19
億
40
百
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

４
．設
備
関
係
支
出

教
室
設
備
、情
報
機
器
、図
書
費
な
ど

の
支
出
と
し
て
５
億
56
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

●
事
業
活
動
収
支
予
算
書（
表
２
）

１
．事
業
活
動
収
入

１
５
６
億
57
百
万
円
を
計
上
。２
０

１
５
年
度
予
算
と
比
べ
２
・
１
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．基
本
金
組
入
額

組
入
額
と
し
て
33
億
27
百
万
円
を
計

　

梅
村
学
園
の
予
算
も
同
様
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。そ
の

資
金
収
支
予
算
書

は
表
３
、事
業
活
動

収
支
予
算
書
は
表

４
の
と
お
り
で
す
。

　

事
業
活
動
収
支

予
算
で
は
、事
業
活

動
収
入
と
し
て
１

８
５
億
58
百
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
予

算
と
比
べ
２
・
３
％

減
少
し
て
い
ま
す
。

学
生
生
徒
等
納
付

金
は
、１
５
９
億

31
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。各
学

校
の
学
生
生
徒
園

児
数
の
見
込
み
に

よ
り
、前
年
度
予
算

上
。前
年
度
予
算
と
比
べ
６
億
20
百

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

３
．当
年
度
収
支
差
額

事
業
活
動
収
入
は
事
業
活
動
支
出
を

上
回
っ
て
い
ま
す
が
、基
本
金
組
入

額
が
大
き
く
、結
果
と
し
て
基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
か
ら
基
本

金
組
入
額
を
控
除
し
た
当
年
度
収
支

差
額
は
、23
億
54
百
万
円
の
支
出
超

過
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
比
べ
１
・５
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、経
常
費
等
補
助
金
は
、国
庫
か

ら
の
補
助
金
と
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
補
助
金
と
を
合
わ
せ
17
億
60
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

事
業
活
動
支
出
の
予
算
額
は
１
７

８
億
10
百
万
円
で
、前
年
度
予
算
と
比

べ
６
・
０
％
の
減
少
で
す
。人
件
費
は

９
８
億
１
５
百
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。前
年
度
予
算
と
比
べ
１
・
６
％
の

減
少
で
す
。ま
た
、各
学
校
の
教
育
研

究
経
費
と
管
理
経
費
は
合
わ
せ
て

76
億
25
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

経
常
収
支
差
額
と
特
別
収
支
差
額

を
合
わ
せ
た
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
は
７
億
47
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。基
本
金
組
入
額
は
36
億
44

百
万
円
で
前
年
度
予
算
と
比
べ
６
億

65
百
万
円
増
加
し
ま
し
た
。し
た
が
っ

て
、当
年
度
収
支
差
額
と
し
て
28
億

97
百
万
円
の
支
出
超
過
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
が
、事
業
活
動
収
入
は
事

業
活
動
支
出
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
財
務
部
）

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

予備費
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

表1　2016年度　中京大学　資金収支予算書（単位：千円）
収入の部 支出の部

科目 科目2015年度予算
14,473,765
395,874
10,950
688,936
13,600
230,047
63,900
116,000

0
2,397,150
547,662

△2,424,012
12,461,580
28,975,452

2016年度予算
14,251,131
391,666
50,000
635,574

0
190,210
41,230
97,000

0
2,397,150
1,100,000

△2,399,150
10,980,600
27,735,411

2015年度予算
7,704,674
3,921,348
1,214,991
58,328
742,110
762,980
513,991
2,050,030
1,405,886

50,000
△429,486
10,980,600
28,975,452

2016年度予算
8,068,102
3,744,682
1,160,909
52,215
742,110
1,940,000
555,623
1,550,030
750,606

50,000
△421,129
9,542,263
27,735,411

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入　計
人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出　計

教育活動収支差額
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入　計
借入金等利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出　計

教育活動外収支差額
経常収支差額

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入　計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出　計

特別収支差額
［予備費］
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額

事業活動収入計
事業活動支出計

表2　2016年度　中京大学　事業活動収支予算書（単位：千円）
科目 2015年度予算

14,473,765
395,874
10,950
682,452
230,047
116,000

15,909,088
7,793,845
5,403,358
1,486,821
24,000

14,708,024
1,201,064
63,900

0
63,900
58,328

0
58,328
5,572

1,206,636
780

26,484
27,264
95,023

0
95,023

△67,759
50,000

1,088,877
△2,706,737
△1,617,860

16,000,252
14,911,375

2016年度予算
14,251,131
391,666
50,000
635,574
190,210
97,000

15,615,581
7,865,048
5,243,162
1,423,519

0
14,531,729
1,083,852
41,230

0
41,230
52,215

0
52,215
△10,985
1,072,867

0
0
0

50,000
0

50,000
△50,000
50,000
972,867

△3,326,646
△2,353,779

15,656,811
14,683,944

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

（参考）

２
０
１
６
年
度

中
京
大
学
の
予
算

２
０
１
６
年
度

梅
村
学
園
の
予
算
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『
杜
若
』は
、金
春
禅
竹
作
か
と
さ
れ
る
謡
曲
。諸
国
一
見

の
僧
が
三
河
国
八
橋
で
杜
若
に
見
と
れ
て
い
る
と
、女
が

『
伊
勢
物
語
』の「
か
ら
こ
ろ
も
き
つ
つ
な
れ
に
し
」の
古
歌

を
語
り
、僧
を
庵
に
請
じ
入
れ
る
。女
は
杜
若
の
精
だ
と
明

か
し
、業
平
は
歌
舞
の
菩
薩
故
、そ
の
歌
は
説
法
の
妙
文
で

あ
る
と
述
べ
る
。さ
ら
に
業
平
の
女
人
遍
歴
を
語
り
舞
い
、

業
平
が
陰
陽（
男
女
交
合
）の
神
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
後
、

草
木
成
仏
の
御
法
を
得
て
、夜
明
け
と
と
も
に
消
え
る
。

　

こ
の
本
は
江
戸
初
期
に
出
版
さ
れ
た
古
活
字
版
の
う
ち
、

光
悦
謡
本
と
呼
ば
れ
る
も
の
。前
回
も
述
べ
た
が
、光
悦
謡
本

に
は
帖
装
本
と
袋
綴
本
の
二
種
類
の
装
訂
が
あ
り
、帖
装
本

に
は
特
製
本
、上
製
本
、色
替
本
が
あ
る
。そ
の
中
の
色
替
本
。

色
替
本
の
雲
母
摺
り
模
様
は
表
紙
だ
け
に
あ
り
、本
文
が
刷

ら
れ
た
紙
に
は
な
い
が
、紙
の
色
が
藍
、紅
な
ど
一
枚
毎
に
替

わ
る
。

　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
の

能
楽
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
で
画
像
公
開
さ
れ
て
い

る
同
大
鴻
山
文
庫
蔵
の
色
替

本
四
十
二
番
に
は
、『
杜
若
』が

含
ま
れ
て
い
な
い
。そ
こ
で
鴻

山
文
庫
蔵
特
製
本『
杜
若
』と

比
べ
て
み
る
と
、本
文
の
字
詰

め
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
の
、

漢
字
仮
名
の
違
い
も
含
め
て

活
字
が
異
な
り
、別
版
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

（
文
学
部
教
授　

柳
沢 

昌
紀
）

　

中
京
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学

科
の
村
岡
幹
生
、播
磨
良
紀
両
教
授

が
、織
田
信
長
の
次
男
、織
田
信
雄

の
書
状
を
６
月
に
入
手
し
て
調
べ

た
と
こ
ろ
、信
長
没
後
の
織
田
体
制

を
決
め
た
清
須
会
議
３
日
前
の
貴

重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。７
月
７
日
に
報
道
関
係
者
に
説

明
し
た
。

　

書
状
は
山
崎
の
戦
い
後
、美
濃
に

進
軍
し
て
き
た
羽
柴（
豊
臣
）秀
吉

に
宛
て
た
文
書
。信
雄
が
、三
男
信

孝
と
同
様
に
明
智
残
党
討
伐
に
参

陣
す
る
意
向
を
つ
づ
っ
て
い
た
。こ

れ
ま
で
清
須
会
議
前
の
信
雄
の
動

向
は
不
明
だ
っ
た
が
、織
田
家
当
事

者
と
し
て
の
自
覚
を
示
し
た
様
子

が
文
書
か
ら
判
明
し
た
。

　

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
古
文
書

室
で
行
わ
れ
た
記
者
発
表
に
は
、新

聞
、テ
レ
ビ
５
社
が
取
材
に
訪
れ
、

興
味
深
い
書
状
の
内
容
に
質
問
が

相
次
い
だ
。通
信
社
も
報
道
し
た
た

め
、東
海
地
方
を
は
じ
め
各
地
の
翌

日
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。ま
た
、

名
古
屋
テ
レ
ビ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
報

道
さ
れ
た
。

　

村
岡
教
授
は「
信
雄
は
、秀
吉
の

動
向
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
が
な

く
動
き
が
と
れ
ず
、焦
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。尾
張
・
美
濃
の
鎮
静

化
に
続
き
清
須
会
議
も
秀
吉
主
導

で
行
わ
れ
、信
雄
は
後
継
者
に
な
れ

な
か
っ
た
」と
話
し
て
い
る
。

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

予備費
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

表3　2016年度　梅村学園　資金収支予算書（単位：千円）
収入の部 支出の部

科目 科目2015年度予算
16,181,384
462,304
18,270

1,873,532
18,900
230,047
64,096
420,505

0
2,692,860
699,954

△3,042,002
13,268,022
32,887,872

2016年度予算
15,930,966
466,106
51,500

1,759,763
0

190,210
41,351
301,161

0
2,700,855
1,309,535
△2,871,960
11,683,534
31,563,021

2015年度予算
10,235,294
4,349,405
1,447,245
60,240
914,886
962,833
543,811
2,060,030
1,251,671

54,500
△675,577
11,683,534
32,887,872

2016年度予算
10,402,410
4,157,188
1,390,241
52,971
810,510
2,203,500
607,673
1,550,030
590,679

54,500
△613,628
10,356,947
31,563,021

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入　計
人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出　計

教育活動収支差額
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入　計
借入金等利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出　計

教育活動外収支差額
経常収支差額

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入　計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出　計

特別収支差額
［予備費］
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額

事業活動収入計
事業活動支出計

表4　2016年度　梅村学園　事業活動収支予算書（単位：千円）
科目 2015年度予算

16,181,384
462,304
18,670

1,810,631
230,047
139,950

18,842,986
9,968,344
6,110,005
1,741,647
24,000

17,843,996
998,990
64,096

0
64,096
60,240

0
60,240
3,856

1,002,846
3,380
83,701
87,081
134,324

0
134,324
△47,243
54,500
901,103

△2,978,766
△2,077,663

18,994,163
18,093,060

2016年度予算
15,930,966
466,106
51,900

1,759,763
190,210
117,284

18,516,229
10,024,424
5,947,645
1,677,370

0
17,649,439
866,790
41,351

0
41,351
52,971

0
52,971

△11,620
855,170

0
800
800

54,000
0

54,000
△53,200
54,500
747,470

△3,644,173
△2,896,703

18,558,380
17,810,910

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

（参考）

杜　

若
（
貴
１
３
７
）

紙
毎
に
色
が
替
わ
る

能
の
楽
譜

こ
ん
ば
る

よ
う
き
ょ
く

な
り
ひ
ら

み
の
り

ぜ
ん
ち
く

こ 

か
つ
じ 

ば
ん

ふ
く
ろ
と
じ
ぼ
んい

ろ
が
わ
り
ぼ
ん

き　

ら　

ず

こ
う
ざ
ん

じ
ょ
う
そ
う
ぼ
ん

こ
う
え
つ
う
た
い
ぼ
ん

か
き
つ
ば
た

清須会議直前の
織田信雄書状を入手

のぶ かつ

貴
重
書
19

新たに中京大学文学部所蔵となった織田信雄書状新たに中京大学文学部所蔵となった織田信雄書状
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中
京
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
団
体
Ｃ
Ｕ
Ｖ
Ｅ
の
学
生
ら
が
、

熊
本
地
震
の
被
災
地
の
復
興
支
援
活

動
を
し
た
。

　

Ｃ
Ｕ
Ｖ
Ｅ
は
４
月
25
日
か
ら
約
３

週
間
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
募
金

箱
を
設
置
し
、
昼
休
み
に
は
募
金
を

呼
び
か
け
た
。
中
林
恵
理
さ
ん
（
副

代
表
・
文
学
部
３
年
）
は
「
ネ
パ
ー

ル
地
震
の
募
金
の
時
よ
り
多
く
の
支

援
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆

さ
ん
の
『
支
援
し
た
い
』
と
い
う
気

持
ち
を
直
接
感
じ
ま
し
た
」
と
手
応

え
を
語
っ
た
。

　

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
文
化
会
、

体
育
会
、
学
祭
実
行
委
員
中
心
に
募

金
活
動
を
展
開
し
た
。
文
化
会
豊
田

委
員
長
の
大
川
翔
矢
さ
ん
（
現
代
社

会
学
部
４
年
）
は
「
３
団
体
だ
け
で

な
く
、
一
般
学
生
も
参
加
し
て
く
れ

る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
活
動

に
な
り
ま
し
た
」
と
予
想
以
上
の
広

が
り
を
喜
ん
だ
。
支
援
金
は
Ｃ
Ｕ
Ｖ

Ｅ
の
肥
後
拓
巳
さ
ん
（
経
済
学
部
３

年
）
と
大
川
さ
ん
が
、
日
本
赤
十
字

社
愛
知
県
支
部
へ
寄
託
し
た
。

　

一
方
、
神
谷
昇
吾
さ
ん
（
法
学
部

２
年
）
は
熊
本
地
震
の
復
興
支
援
の

た
め
近
隣
の
大
学
生
約
20
人
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
を
結
成
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
の
神
谷
さ
ん
の
ほ
か

竹
内
哲
也
さ
ん
、
河
野
紘
希
さ
ん

（
と
も
に
経
済
学
部
１
年
）が
所
属
。

募
金
は
愛
知
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に
寄
託
し
た
。

　

被
災
地
を
訪
ね
た
神
谷
さ
ん
は

「
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
の
で
、
自

分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
東
北
で
は
い
ま
だ

に
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
人
が

い
ま
す
。
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

経
済
学
部
３
年
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
、

田
中
恒
成
選
手
（
畑
中
ジ
ム
）
が
、

世
界
ミ
ニ
マ
ム
級
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
タ
イ
ト
ル
を
返
上
し
、
１
階
級

上
の
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
に
挑
戦
し
た
。

５
月
28
日
、
Ｉ
Ｂ
Ｆ
世
界
ラ
イ
ト
フ

ラ
イ
級
９
位
の
レ
ネ
・
パ
テ
ィ
ラ
ノ

選
手
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
と
対
戦
（
ノ

ン
タ
イ
ト
ル
戦
、
名
古
屋
国
際
会
議

場
）
し
て
６
回
Ｋ
Ｏ
勝
ち
し
、
２
階

級
制
覇
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

　

田
中
選
手
は
第
１
ラ
ウ
ン
ド
か
ら

見
事
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
左
右
の
的

確
な
パ
ン
チ
で
相
手
を
リ
ー
ド
し
た
。

一
方
、
パ
テ
ィ
ラ
ノ
選
手
も
機
を
見

て
前
進
し
な
が
ら
左
右
の
鋭
い
パ
ン

チ
を
繰
り
出
し
た
。
こ
の
日
の
田
中

選
手
は
動
き
に
精
彩
が
あ
り
、
後
半

に
入
っ
た
６
Ｒ
、
チ
ャ
ン
ス
と
見
る

や
一
気
に
た
た
み
か
け
て
Ｋ
Ｏ
勝
ち

を
決
め
た
。

　

田
中
選
手
は
試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
、
過
去
ダ
ウ
ン
し
た
経
験
の

な
い
相
手
に
Ｋ
Ｏ
勝
ち
し
、「
パ
ワ

ー
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
（
練
習
で
）

や
っ
て
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り
や
れ

た
」
と
満
足
の
表
情
を
見
せ
た
。
こ

れ
で
７
戦
７
勝
（
４
Ｋ
Ｏ
）。「
僕
は

ま
だ
ま
だ
強
く
な
り
ま
す
。
そ
の
自

信
も
あ
り
ま
す
」
と
年
内
の
２
階
級

王
座
に
向
け
て
力
強
く
言
い
切
っ
た
。

　

会
場
に
は
、
梅
村
清
英
総
長
・
理

事
長
、
安
村
仁
志
学
長
を
は
じ
め
学

生
や
同
窓
生
、
教
職
員
ら
１
０
０
人

以
上
が
応
援
に
駆
け
付
け
た
。
田
中

選
手
の
チ
ャ
ン
ス
に
は
盛
ん
に
応
援

用
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
打
ち
鳴
ら
し
、

「
コ
ー
セ
イ
、
コ
ー
セ
イ
」
と
大
声

援
を
送
っ
た
。

熊
本
の
復
興
を
支
援　
中
京
大
生
が
募
金
活
動

　

増
田
成
美
さ
ん（
４
年
）は
、
５
月

に
三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
で
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

務
め
、「
大
学
と
は
全
く
別
の
世
界

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

英
語
と
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
増
田
さ

ん
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
９
０
５
点
を

取
得
、
児
童
英
語
を
教
え
る
資
格

（JSH
IN
E’ Tec sol

）
を
得
る
た
め

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
２
か
月
留
学
し

た
経
験
も
あ
る
。
三
重
県
菰
野
町
の

出
身
で
、「
学
校
以
外
で
英
語
を
試

し
て
み
た
い
。
地
元
に
も
貢
献
し
た

い
」と
、通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応
募
。

全
国
か
ら
応
募
し
た
１
０
０
３
人
の

中
か
ら
、
書
類
選
考
で
選
ば
れ
た
。

　

増
田
さ
ん
は
名
古
屋
駅
担
当
と
な

り
、
５
月
25
日
と
28
日
の
２
日
間
、

取
材
に
来
た
海
外
プ
レ
ス
や
外
国
人

観
光
客
お
よ
そ
10
人
に
駅
構
内
や
路

線
の
案
内
を
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

仲
間
は
、
大
学
生
や
社
会
人
、
年
齢

も
幅
広
か
っ
た
が
、「
英
語
を
使
い

た
い
、
三
重
県
を
盛
り
上
げ
た
い
と

い
う
共
通
の
目
標
を
持
ち
、
団
結
で

き
ま
し
た
」
と
い
う
。

「
貴
重
な
経
験
と

　
　
　
　
　

な
り
ま
し
た
」

　

増
田
さ
ん
は
「
大
学
で
は
友
人
だ

け
で
な
く
外
国
人
の
先
生
な
ど
多
様

な
方
々
と
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

学
ん
だ
周
囲
の
人
と
壁
を
作
ら
ず
に

話
す
積
極
性
と
、
プ
レ
ゼ
ン
で
身
に

つ
い
た
立
ち
振
る
舞
い
が
役
に
立
っ

た
と
思
い
ま
す
。
英
語
を
使
っ
て
国

際
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
よ
り
強
く
な
っ
た
２
日
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。
大
学
生
の
う
ち
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
を
後
輩
に
も
積
極

的
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
振
り
返
っ
た
。

国
際
教
養
学
部　

増
田
さ
ん

　
　
　
　
　

サ
ミ
ッ
ト
で
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募金を呼びかけるＣＵＶＥ学生の様子

改札で案内を表示する増田さん

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
田
中
選
手

　

２
階
級
制
覇
へ
好
発
進



大
学
で
知
っ
た

　
　

勉
学
の
お
も
し
ろ
さ
が

　
　
　
　

今
に
つ
な
が
っ
て
い
る

牧　

義
之
さ
ん

長
野
県
短
期
大
学

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

日
本
語
日
本
文
化
専
攻
助
教
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障
害
の
あ
る
学
生
の
支
援
テ
ー
マ

に
し
た
Ｆ
Ｄ
講
演
会
が
５
月
12
日
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
清
明
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。柏
倉
秀
克
・
日
本
福
祉
大

学
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
「
障
害
者

差
別
解
消
法
の
理
念
と
大
学
に
お
け

る
合
理
的
配
慮
」の
後
、柏
倉
教
授
と

中
京
大
学
教
職
員
が
討
論
。
就
学
支

援
や
入
試
の
際
の
問
題
点
等
が
話
し

合
わ
れ
た
。
大
学
に
お
け
る
今
後
の

課
題
や
改
善
策
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
教
職
員
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

柏
倉
教
授
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中

に
は
多
く
の
障
害
学
生
が
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
教
職
員
一
丸
と
な
り
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

障
害
学
生
の
支
援
で

　
　

Ｆ
Ｄ
講
演
会
を
開
催

柏倉教授と本学教職員

上: 「全国大学国語国文学会
学会賞」を受賞した著書
右: 研究室で語る牧義之さん

　

中
京
大
学
文
学
部
の
卒
業
生
た
ち

が
、
今
年
で
文
学
部
が
発
足
50
周
年

を
迎
え
る
の
を
機
に
文
学
部
同
窓
会

を
結
成
し
た
。
第
１
回
目
と
な
る
同

窓
会
は
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
同

窓
生
１
９
３
人
と
梅
村
清
英
総
長
・

理
事
長
や
安
村
仁
志
学
長
、
文
学
部

教
授
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
関
係
者

39
人
の
計
２
３
２
人
が
参
加
し
た
。

　

文
学
部
同
窓
会
会
長
の
佐
藤
隆
文

学
部
教
授
は
「
こ
れ
か
ら
毎
年
開
催

す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
毎
年

来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
」

と
冒
頭
に
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

同
窓
生
は
、
ゼ
ミ
や
授
業
で
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
に
近
況
を
報
告
す

る
な
ど
交
歓
し
た
。
ま
た
、
同
級
生

と
「
久
し
ぶ
り
」
と
声
を
掛
け
合
う

姿
も
見
ら
れ
た
。

　

梅
村
総
長
・
理
事
長
は
「
今
ま
で

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
中
京
大
学
は
卒
業
生
同
士

の
連
携
を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

文
学
部
同
窓
会
が
発
足

　

第
１
回
に
２
０
０
人
超

乾
杯
の
様
子

　

牧
さ
ん
は
こ
の
６
月
、
初
の
著
書

『
伏
字
の
文
化
史
』（
森
話
社
刊
）
で

「
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
学
会
賞
」

を
受
賞
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
名
誉

な
こ
と
だ
が
、
初
版
を
売
り
切
り
、

増
刷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た

『
新
潮
45
』と
い
っ
た
文
芸
誌
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

「
こ
の
分
野
の
本
に
重
版
が
か
か
る

の
は
珍
し
い
こ
と
。
も
と
も
と
博
士

論
文
の
た
め
に
書
い
た
も
の
を
加
筆
・

修
正
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で

も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

大
学
時
代
は
文
学
部
が
改
組
さ
れ

る
前
年
の
国
文
学
科
生
と
し
て
学
ん

だ
。
サ
ー
ク
ル「
ロ
シ
ア
語
友
の
会
」

で
は
、
安
村
仁
志
学
長
か
ら
勉
学
の

面
白
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

「
サ
ー
ク
ル
活
動
と
言
っ
て
も
い
つ

も
き
ち
ん
と
勉
学
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
雑
談
や
食
事
会
を
通
じ
て

自
分
の
居
場
所
が
そ
こ
に
あ
る
気
が

し
ま
し
た
。
大
き
な
気
持
ち
で
受
け

入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
な
、
と
。
い

わ
ば
安
村
先
生
の
人
と
な
り
を
通
し

て
、
漠
然
と
こ
ん
な
人
に
な
れ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

　

研
究
の
イ
ロ
ハ
は
酒
井
敏
教
授
に
、

ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方
な
ど

は
大
学
図
書
館
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た

時
に
学
ん
だ
と
い
う
。
名
古
屋
大
学

大
学
院
で
５
年
学
ぶ
傍
ら
、
文
学
部

浅
岡
邦
雄
教
授
に
師
事
し
た
。

「
今
は
週
７
コ
マ
の
授
業
を
受
け
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
入
試

関
連
業
務
や
各
種
の
委
員
会
、
就
活

の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
な
ど

で
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ま

せ
ん
」

　

短
大
は
２
年
で
卒
論
を
書
く
た
め
、

ゼ
ミ
の
指
導
は
大
変
だ
が
、
充
実
も

し
て
い
る
。
ま
た
市
民
講
座
や
地
元

図
書
館
の
企
画
展
の
講
師
等
へ
も
活

躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

「
大
学
教
員
は
論
文
を
書
く
こ
と
が

主
た
る
仕
事
で
す
。
次
の
出
版
の
予

定
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
の
で
す
が
、

あ
と
数
年
く
ら
い
の
間
に
ま
た
一
冊

書
け
た
ら
と
は
思
っ
て
い
ま
す
」

　

ち
な
み
に
牧
さ
ん
の
お
母
様
も
同

じ
文
学
部
の
卒
業
生
で
、
三
島
由
紀

夫
を
卒
論
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
。

「
こ
の
道
に
進
む
と
き
に
背
中
を
押

し
て
く
れ
た
家
族
に
も
感
謝
し
て
い

ま
す
」

●
愛
知
県
出
身
。
06
年
中
京
大
学
文
学

部
卒
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
人
文
学
専
攻
日
本
文
化
学
専
門
博
士

課
程
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

博
士（
文
学
）。
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
等
を
経
て
、
15
年
か
ら
現
職
。



２
０
１
７
年
度 

入
試
日
程
決
ま
る

アンケートにご協力ください

　

◆
得
意
科
目
重
視
型
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
方
式

　

セ
ン
タ
ー
試
験
の
２
教
科
（
必
須
１
教
科
と
高
得
点
１

科
目
、
配
点
は
各
１
０
０
点
）
に
、
中
京
大
学
独
自
の
１

教
科
（
２
０
０
点
）
を
加
え
る
。
国
語
重
視
型
、
英
語
重

視
型
、
数
学
重
視
型
の
３
パ
タ
ー
ン
か
ら
１
つ
選
択
で
き
、

得
意
教
科
を
生
か
せ
る
。
同
じ
教
科
型
で
の
併
願
が
、
同

一
日
４
学
科
（
専
攻
）
ま
で
で
き
る
。
Ａ
方
式
と
同
日

併
願
で
き
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
方
式
単
独
で
実
施
す
る

２
月
７
日
を
含
め
、
５
日
間
の
試
験
日
を
設
け
て
い
る
。

　

◆
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式

　

３
科
目
型
、
４
科
目
型
、
５
科
目
型
を
実
施
。
い
ず
れ

も
セ
ン
タ
ー
試
験
後
に
出
願
が
で
き
、
複
数
学
科
（
専

攻
）
の
併
願
が
可
能
。
出
願
書
類
と
セ
ン
タ
ー
試
験
結
果

で
合
否
判
定
す
る
。

　

◆
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試

　

推
薦
入
試
は
、
公
募
制
の
一
般
推
薦
、
一
芸
一
能
の
特

Ⅰ
、
指
定
校
推
薦
の
特
Ⅱ
、
専
門
高
校
特
別
推
薦
の
特
Ⅲ

の
４
種
類
お
よ
び
Ａ
Ｏ
入
試
が
あ
る
。

　

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
特
別
入
試

　

２
０
１
７
年
度
入
試
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
特
別
入
試
を

新
設
す
る
。「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
」
資
格
ま
た
は
、
英
検

や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
®
な
ど
で
各
学
部
が
定
め
る
一
定
の
資
格

（
ス
コ
ア
）
を
有
し
て
い
れ
ば
受
験
が
可
能
。

　

◆
Ａ
方
式

　

最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
入
試
の
Ａ
方
式
は
、
３
教
科
型

と
な
っ
て
い
る
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
は
実
技
試
験
不
要
の

２
教
科
型
で
実
施
）。
特
定
の
英
語
の
資
格
（
ス
コ
ア
）
を

有
し
て
い
れ
ば
英
語
の
点
数
を
１
０
０
点
満
点
と
し
て
判

定
す
る
（
た
だ
し
、
国
際
英
語
学
部
を
除
く
）。
２
月
３

日
〜
６
日
ま
で
４
日
間
試
験
日
を
設
け
て
お
り
、
ま
た

同
一
日
４
学
科
（
専
攻
）
ま
で
の
併
願
が
可
能
。

　

給
付
奨
学
金
、
４
倍
に
拡
大

　

今
年
度
か
ら
Ａ
方
式
の
成
績
上
位
者
に
入
学
金
・
授
業

料
な
ど
を
最
大
４
年
間
給
付
（
返
済
不
要
）
す
る
入
試
成

績
優
秀
者
給
付
奨
学
金
の
対
象
者
を
５
８
名
か
ら
約
４
倍

の
２
３
５
名
に
拡
大
す
る
。※

２
年
次
以
降
の
継
続
に
つ

い
て
は
、
毎
年
審
査
が
あ
る
。

　

◆
Ｍ
方
式

　

３
教
科
型
、
２
教
科
型
が
あ
り
、
全
問
マ
ー
ク
シ
ー
ト

方
式
で
出
題
さ
れ
る
。
２
教
科
型
は
得
点
の
高
い
科
目
の

配
点
が
２
倍
に
換
算
さ
れ
る
。
３
教
科
型
と
２
教
科
型
の

併
願
が
可
能
で
、
ま
た
、
同
一
日
各
教
科
型
と
も
最
大
４

学
科
（
専
攻
）
ま
で
併
願
で
き
る
。
試
験
日
は
１
月
31
日
、

２
月
１
日
の
２
日
間
。

　

中
京
大
学
の
入
試
日
程
が
決
ま
っ
た
。
Ａ
Ｏ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
）
入
試
が
10
月
に
、
推
薦
入
試
が
11
月
、

前
期
日
程
入
試
は
１
月
31
日
、
２
月
１
日
、
３
―
７
日
、
後
期
日
程
入
試
は
３
月
７
日
に
実
施
す
る
。

　

試
験
区
分
は
Ａ
方
式
、
Ｍ
方
式
、
Ｆ
方
式
、
得
意
科
目
重
視
型
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
方
式
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
、

推
薦
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
そ
し
て
今
年
度
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
特
別
入
試
を
新
設
す
る
。
教
科
・
科
目
や
範
囲
、
配
点
、
試
験
会

場
な
ど
、
詳
細
は
「
入
試
要
項
」
を
参
照
。
前
期
日
程
、
後
期
日
程
の
出
願
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
の
受
付
と
な
る
。
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オープンキャンパス開始直後の様子（ガレリアにて）

今後の広報誌改善のため、アン
ケートにご協力お願いいたしま
す。

　下記QRコードから読み取り
のうえ、お答えください。
　なお、回答していただいたこ
とについては広報誌改善以外に
は使用いたしません。

　名古屋キャンパスを会場にした
「オープンキャンパス」が7月
16、17日の2日間開催された。
　午前10時の開始から高校生や
保護者らが多数訪れ、2日間の来

場数は8,630人と、昨年を若干上
回った。
　11学部の教授による模擬講義
や保護者ガイダンス、河合塾講師
による特別講義が行われ、各会場
は高校生でいっぱいになった。
　今回初めて文化会学生によるク
ラブ活動紹介が行われ、演劇部や
軽音部など21クラブが実演を交
え活動を紹介した。
　豊田キャンパスのオープンキャ
ンパスは9月18日、現代社会学部、
工学部（情報工、メディア工学科
のみ）、スポーツ科学部の3学部
を対象に開催される。

名古屋オープンキャンパス開催
2日間で8,630人



ＡＯ入試

グローバル特別入試

編入・転入・学部（学科）変更試験

国際英語・国際教養

全学部
（スポーツ教育・競技スポーツ科学科を除く）

スポーツ科
（スポーツ教育・競技スポーツ科学科）

文・法・現代社会

全学部

全学部

全学部
（言語表現学科を除く）

全学部
(国際教養・言語表現学科・法を除く)

全学部
（言語表現学科を除く）

全学部
（文・現代社会・工・スポーツ科を除く）

全学部
（文・機械システム工学科・スポーツ科を除く）

全学部
（国際英語・国際教養・言語表現学科・
現代社会学科国際文化専攻・工を除く）

全学部
（社会福祉学専攻・競技スポーツ科学科を除く）

経済・経営・総合政策・工

経済・経営・総合政策・工

国際英語・国際教養
心理・法・現代社会・スポーツ科

経済・経営・総合政策・工

全学部

スポーツ科

9月23日㊎

11月4日㊎

11月4日㊎

11月8日㊋

11月4日㊎

9月22日㊍

1月13日㊎

9月22日㊍

実施せず

実施せず

個別試験は
課さない

個別試験は
課さない

個別試験は
課さない

国際英語・国際教養のみ

実施せず

一次 書類審査
二次 10月8日㊏

一次 10月1日㊏
二次 10月14日㊎

11月26日㊏

11月19日㊏

11月12日㊏

11月19日㊏

11月26日㊏

11月19日㊏

11月19日㊏

11月12日㊏

11月12日㊏

2月3日㊎
2月4日㊏
2月5日㊐
2月6日㊊
1月31日㊋
2月1日㊌
2月3日㊎
2月4日㊏
2月5日㊐
2月6日㊊
2月7日㊋

10月15日㊏

2月7日㊋

10月8日㊏

国際英語・国際教養のみ

10月15日㊏

10月8日㊏

国際英語・国際教養のみ

10月21日㊎

2月17日㊎

10月14日㊎

国際英語・国際教養のみ

10月21日㊎

10月14日㊎

3月7日㊋

11月19日㊏

11月30日㊌

11月25日㊎

11月25日㊎

11月30日㊌

11月25日㊎

2月17日㊎

3月17日㊎

2月17日㊎

11月25日㊎

試験区分 実施学部
郵送（消印有効） 窓口受付日 ネット出願

試験日 合格発表日
願書受付期間

お問い合わせ先

※窓口受付時間、ネット出願締切日の受付時間は１6：00まで。

入試に関する詳細は、入試要項を参照してください。 中京大学入試センター TEL.052-835-7170（直）

推
薦
入
試

前
期
日
程
入
試

前
期
日
程
入
試

後
期
日
程
入
試

後
期
日
程
入
試

学
園
内
高
校
選
抜

附属校［特進］

附属校［進学］

併設校

一般

Ａ方式

Ｍ方式

得意科目重視型ＣＰ方式

センター試験利用方式
3科目型

センター試験利用方式
4科目型／5科目型

Ｆ方式

留学生

社会人

帰国生徒

留学生

帰国生徒

センター試験利用方式
3科目型／4科目型／5科目型

一般（実技型）

特Ⅰ

特Ⅱ

特Ⅲ

1月6日㊎
～1月20日㊎

1月6日㊎
～1月20日㊎

1月6日㊎
～2月2日㊍
2月17日㊎
～2月27日㊊
2月17日㊎
～3月10日㊎

1月6日㊎
～1月13日㊎

実施せず 実施せず

2017年1月23日㊊
～1月24日㊋

2016年10月31日㊊
～11月4日㊎

2016年9月6日㊋
～9月22日㊍

2016年10月17日㊊
～11月2日㊌

2016年10月17日㊊
～11月2日㊌

2016年10月17日㊊
～11月7日㊊

2016年10月17日㊊
～11月2日㊌

2016年9月6日㊋
～9月21日㊌

2017年1月6日㊎
～1月12日㊍

2016年9月6日㊋
～9月21日㊌

実施せず

実施せず

実施せず

実施せず

実施せず

2017年度　学部入試日程
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鈴木大地長官講演会に約480人（p.2）第1回文学部同窓会が開催される（p.13）名古屋オープンキャンパス2日間で8,630人（p.14）

〈発行〉  中京大学 広報部
〒466-8666名古屋市昭和区八事本町101-2　TEL.052-835-7111㈹

188号のトピックス

しなやかに挑み続ける新生・中京大学
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